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自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と
重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 数 と 活 動 計 画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

（全校レベル） 評 価 指 数 評価指数の達成度 総 合 評 定
人権教育を実践するた ① 生徒たちの目的意識・自尊感 ① 学校生活は充実していると考える生徒の割合 ① アンケートより，78 ％の生徒が「学校生活 （評定） ① 先生方は子どもの事を考 〇 学校生活が楽しく，
め，目的意識・自尊感 情を育成する。 が全体の 70％以上いる。（アンケート） は充実している」と答えた。 えて教えてくれている。 充実している生徒の割
情の育成に努める。 ② 細やかな生徒指導とともに， ② 困ったとき，相談にのってくれる先生がいる ② 年度末アンケートより，「困ったときに相談 B 合や，将来に向けて夢

保護者との連携を図る。 と考える生徒が，70％以上いる。（アンケート） できる先生がいる」と答えた生徒の割合が 74 ② 多くの生徒は，挨拶が出 や目標を持って学校生
％であり，昨年度より減少した。 来ているが，自分から積極 活を送っている生徒の

活 動 計 画 活動計画の実施状況 （所見） 的に声をかけられないこと 割合も高いが，減少傾
①-1 学校行事等において，全町大運動会や行事 学校・地域行事 が気になる。 向にあるので，今まで

①-1 学校行事等で体験的活動を通じて，集団の を通じて，生徒たちが活躍できる場面を持たせ が延期や中止とな 以上に意欲的に取り組
中で生徒自身が自ら考え行動する機会をつく るように取り組めた。 り，生徒会を中心 める雰囲気を醸成し，
る。 ①-2 人権集会は，新型コロナウイルス感染症予 として企画・運営 生徒がより一層，自分

防のため縮小しての実施となった。しかし，ア に携わり，生徒た や周りの人のために主
①-2 挨拶運動を推進し，コミュニケーションを ンケートより，「地域や友達，学校の先生など ちが自分の役割を 体的に活動できるよう

高められる取り組みを推進する。 周りの人たちに挨拶が出来ている」と答えた生 果たす機会が減っ 支援体制を整える。
徒の割合は 80 ％以上であり，自ら率先して取 た。数少ない行事

② 教育相談体制を整え，いじめ等について相談 り組む態度の育成に繋がっている。 の中で，工夫して
しやすい環境をつくる。 ② スクールカウンセラーとの連携をより密にす 活躍できる場をつ

ることができた。また，全生徒を対象にした「心 くれた。
の健康相談」を２回通り実施し，個々の内面を
捉える機会を設けた。

評 価 指 標 評価指数の達成度 （評定）
確かな学力の育成に向 ① 主体的・対話的な深い学びを ①-1 アンケートより「関心や意欲，目標を持っ ① 少ない人数ながらも，中 〇 教員の授業指導力向

けて主体的・対話的な 実現するために授業づくりや授 ①-1 関心や意欲，目標を持って授業に参加して て授業に参加しているので楽しい」と答えた生 A 学生は落ち着いて学校生活 上に向けて，公開授業
深い学びを実現する。 業改善をめざす。 いる生徒の割合が 70％以上である。（アンケ 徒の割合が昨年度と同様に 71 ％であり，意欲 が送れている。勉強に対し 週間をより設定し，積

ート） 的に授業へ取り組めている。 ても一生懸命に取り組めて 極的に活用すること
② 基礎的・基本的な知識・技能 ①-2 アンケートより，「生徒の将来の進路に向 （所見） いる。 で，同じ専門教科の教
の定着や家庭学習習慣の確立を ①-2 生徒が意欲を持って主体的に授業に参加で け，短期・長期の目標を意識して指導している」 授業において毎 員数が少ない中，教科
めざす。 きるよう工夫や準備をすることができたと考 と答えた教員の割合が 100％であり，生徒が将 時間集中して学習 ② ＰＵＴをはじめ，熱心に を横断して授業力を高

える教員が 85％以上いる。（アンケート） 来の目標を持てるよう努力している。 に取り組めてお 指導してくれている。 められるようにする。
② アンケートより，「苦手な教科は分かるよう り，学習課題の解

② 得意な教科があり，苦手教科の克服に取り組 に努力している」と答えた生徒の割合が 82 ％ 決に向けた実践が ③ ４月から２ヶ月の臨時休 〇 朝学習におけるモジ
んでいる生徒が 70％以上いる。（アンケート） であり，苦手な教科の克服に向け，家庭学習に されている。 業であったが，夏季休業日 ュール学習を通じて，

根気強く取り組んでいる。 また，教員は生 に登校日を設けたり，テス 生徒の意識も高まって
活 動 計 画 活動計画の実施状況 徒にわかる授業展 トの日程を短くし授業を行 いる。今後も基礎的・

①-1 アンケートより，90 ％以上の教員が「学 開をめざし，授業 ったり，いろいろな手立て 基本的な学習により，
①-1 校内研修の充実等，わかる授業をめざす取 力向上に向け，教材研究等よくわかる楽しい授 改善・充実をめざ で取り返しをしてくれた。 学力向上に向けた取り

組を推進する。 業の実践に努めている」と答えており，生徒へ した取り組みが推 組みの実践に努めた
①-2 「宿題しま表」の活用により，家庭学習の のきめ細やかな指導にも繋がっている。 進されている。 い。

定着と充実を図る。 ①-2 各教科担任が，「宿題しま表」を活用し， 今年度は５教科
②-1 学級図書を定期的に入れ替え，読書活動の 家庭学習の計画的な実践に向け，学習量の過重 （国・社・数・理

啓発を図る。 負担を考えながら取り組めた。 ・英）のモジュー
②-2 モジュール学習等「朝の学習の時間」を活 ②-1 学級文庫を定期的に入れ替えたり，朝の読 ル学習を各学期に

用し，基礎学力の育成を目指す。 書週間を実施することにより，96 ％の生徒が 実践し，生徒も基
「朝の読書は好きだ」と答えるなど，読書啓発 礎・基本の大切さ
が推進できた。 を感じながら取り

②-2 生徒アンケートからも 80％の生徒が「得意 組めていた。
な教科があり，苦手な教科の克服に努力してい
る」と答えている。

評 価 指 標 評価指数の達成度 （評定）
地域の教育力を活かす ① 地域の各種団体と積極的に交 ① 不動学園や地域と連携することができたと考 ① 新型コロナウイルス感染症の影響で，地域行 ① 新型コロナウイルス感染 〇 各学年で総合的な学

とともに，家庭との連 流し，日頃の教育活動や学校行 える教職員が 90％以上いる。（アンケート） 事が大きく減少し，アンケートでは「不動学園 C 症が一日も早く終息し，こ 習の時間を中心に，地
携を密にし，地域・保 事に活かす。 や地域と連携できた」と答えた教職員は 82 ％ れまでのような地域行事が 域学習を行い，地域を
護者から信頼される学 ② 地域の人材と教育力を活用し ② 学校での学習や地域の行事への参加を通じ にとどまった。 再開されることを願ってい 誇りに思い，地域を愛
校協力体制づくりに努 た総合的な学習の時間の充実を て，地域の人にいろいろなことを教えていただ ② 生徒に対しても同様に「地域の行事に参加し （所見） る。 する感情を育成する。
める。 図る。 いたり，いっしょに活動ができたと考えている ている」と答えた生徒が 75 ％と昨年と同じ水 地域行事が中止 〇 地域行事に対して，

生徒が 90％以上いる。（アンケート） 準であり，地域への愛着や自尊感情の高まりが になる中，工夫し ② 今年度の運動会を学園関 今後も教職員及び生徒
懸念される。 て連携を図ること 係者だけで行ったのは，良 が積極的に参加出来る

活 動 計 画 活動計画の実施状況 はできたが，三大 かったと思う。 よう，校内体制を構築
① 学校として，地域の各種行事に準備段階から ① 地域行事を行うことができず，十分に連携を 祭りをはじめとし する。その際，ワーク
関わり，地域の連携を図る。 図ることができなかった て様々な地域行事 ライフバランスを踏ま

② 町内の事業所に「職場体験」の実施をお願い ② 今年度，「職場体験」は実施できなかったが， が生徒に与える影 えた勤務の配慮に努め
する等，総合的な学習の時間において地域と連 「職場アンケート」の形で，地域の仕事を知る 響が大きいことを ていきたい。
携を図る。 ことができた。 再認識した。

① 教職員がやりがいを持って働 評 価 指 標 評価指数の達成度 （評定） ① 新聞報道等を見ても教職

教職員の働き方改革を くとともにワークライフバラン ① 「やりがいを持って働くことができた」「年 ① 80 ％以上の教職員が，それぞれに対して肯 B 員の働き方改革は十分とは 〇機会を捉えて保護者や
推進し，ワークライフ スを保つ。 休等が取りやすい」がともに 80％以上いる。 定的に回答しており，ワークライフバランスを （所見） 思えない。取り組みの継続 理域の理解がすすむよう
バランス確立に努める。 ② 保護者や地域の理解と協力を ② 「保護者や地域の理解がすすんでいる」と感 保つことができた。 広報活動が不十 が必要だと思う。 取り組む。

得る。 じる教職員が 70％以上いる。 ② 「すすんでいる」が 40％にとどまった。 分であった。
「評定」の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：おおむね達成できた Ｃ：達成できなかった


